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西 監 報 第 ９ 号

平成２７年２月２０日

西いぶり広域連合長 青 山 剛 様

西いぶり広域連合

議 会 議 長 佐 藤 潤 様

西いぶり広域連合

選挙管理委員会委員長 堤 良 子 様

西いぶり広域連合

監査委員 土 倉 崇

監査委員 小 松 晃

平成２６年度定期監査の結果に関する報告

の提出について

地方自治法第１９９条第１項、第２項及び第４項の規定に

基づき、定期監査を執行したので、同条第９項の規定により、

その結果を次のとおり提出します。
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第１．監査期間

平成２６年１０月２７日から平成２７年１月２６日

第２．監査執行箇所及び書類審査年月日

第３．監 査 執 行 者

監査委員 土 倉 崇

監査委員 小 松 晃

第４．監 査 の 範 囲

平成２６年度における財務に関する事務の執行及びこれらに関連する

事務

第５．監 査 の 方 法

監査対象部局から提出された資料をもとに、当該部局の事務が関係法令

等及び予算に基づき適正に執行されているかを主眼として、関係職員から

の説明聴取を行うとともに、関係書類の抽出による検査、実地調査により

監査を実施した。

第６．監 査 の 結 果

全体を通じておおむね適正に処理されていると認められた。

今後とも、管理職及び担当職員は、常に法令、条例、規則等を掌握し、

法令遵守のもとチェック体制の強化等を図り内部統制を確立させるとと

もに、広域行政需要に対応した効率的な行財政運営の推進に向け一層の努

力を望むものである。

なお、細部にわたる注意又は留意すべき軽易な事項については、監査の

過程において、当事者に指示したので本報告書では省略した。

以下、監査結果の概要は、次のとおりである。

執 行 箇 所 書類審査年月日

総務課 平成 26 年 12 月 17 日

共同電算室 〃

会計課 平成 26 年 12 月 18 日

議会事務局議事課 〃

選挙管理委員会事務局 〃
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１．収入事務について

主として、関係市町負担金、行政財産目的外使用料、ごみ処分手数料、

土地建物貸付収入、資源回収物売払収入及び余剰電力発電収入の収入事務

について監査を行った結果、適正に処理されていると認められた。

２．支出事務について

主として、報酬・職員手当等の支給事務、時間外勤務手当・休日勤務手

当・旅費の支出事務、物品の購入事務、修繕料・手数料・業務委託・賃借

の契約事務及び公の施設の指定管理に係る契約事務について監査を行った

結果、次のとおり留意すべき事項が見受けられた。

（１）手数料の契約事務について

１件の予定価格が５０万円を超える契約について、競争入札となると

ころ、随意契約の方法により行われていたものが見受けられた。

西いぶり広域連合契約に関する規則第２条に基づき準用している室蘭

市契約に関する規則の例により、適正な事務の執行に努められたい。

（総務課）

３．財産管理事務について

行政財産の目的外使用許可の状況、普通財産の貸付状況、備品の管理状

況、被服貸与事務、公用車の運行管理事務、公印の管理状況及び拾得物の

処理状況について監査を行った結果、適正に処理されていると認められた。

４．その他の事務について

収受発送件名簿及び勤務動態簿に係る事務について監査を行った結果、

適正に処理されていると認められた。


